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表９転移リンパ節の個数と転移部位
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図３転移リンパ節個数別生存率
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図２頚部リンパ節転移の有無別生存率

と複数部位に転移が認められた症例（９例）の予後を比

較すると，５年，１０年累積生存率とも１部位症例では

71.5％，複数部位症例では0％で，Logranktest（p＜

0.01）でも一般化Wilcoxontest（p＜0.05）でも両群

間に有意差を認めた（図４)．

オトガイ下リンパ節，顎下リンパ節，上内深頸リンパ

節を一次リンパ節（図１Ａ，Ｂ，Ｄ）とし，これら以外

のリンパ節を二次リンパ節（図１０Ｅ～Ⅱ）とする

と，一次リンパ節の承に転移が認められた症例は１１例

で，その５年，１０年累積生存率はともに72.7％であっ

た．これに対し二次リンパ節に転移が認められた症例は

12例で，その５年，１０年累積生存率はともに20.9％で，

Logranktestでも一般化Wilcoxontestでも両群間に

有意差（p＜0.05）を認めた（図５)．

生存率とも46.4％，転移を認めなかった症例では５年

84.1％，１０年76.5％で，両群間の有意差検定を行うと一

般化Wilcoxontestによる検定では有意差を認めなかっ

たが，Logranktestによる検定では有意差（p＜0.05）

を認めた（図２)．

２）転移リンパ節の個数，転移部位の数ならびに転移

部位とその予後

転移リンパ節が１個の永の症例（12例）と複数個の症

例（11例）の予後を比較すると，５年，１０年累積生存率

とも１個の承の症例では75％であったのに対し，複数個

の症例では０％で，Logranktest（p＜0.01）でも一般

化Wilcoxontest（p＜0.05）でも両群間に有意差を認

めた（図３)．

転移リンパ節が１部位にのふ認められた症例（14例）

〆

4８ 










	バインダ1
	バインダ1
	バインダ1
	バインダ1
	バインダ1
	バインダ1
	バインダ1
	バインダ1
	cover
	2010年11月10日15時27分59秒

	2010年11月10日15時37分44秒

	2010年11月10日15時43分29秒

	2010年11月10日15時47分18秒

	2010年11月10日16時13分57秒

	2010年11月10日16時50分59秒

	2010年11月10日17時02分10秒

	2010年11月10日17時06分58秒

	2010年11月11日10時03分08秒



